
3-2．調査対象居住者

　NEXT21 では、大阪ガス株式会社の社員が実際に居住す

る 5 年間の居住実験が行われており、304 住戸で居住実験

中の家族を調査対象とした。対象住戸住戸の居住者は夫、

妻、保育園児と乳幼児の 4人家族である。夫婦共働き家族

であるが、妻は現在産休中である。

４.調査方法

　対象住戸における中間領域の意義を明らかにするため

に施した調査は以下の 3つである。①タイムダイアリー調

査（サンプリングされた 1日の住戸内での生活行為、居場

所、建具の開閉を 30 分ごとに記録する調査方法）、②住戸

内の室温測定、③居住者へのヒアリング調査である。調査

は、春期 (5-6 月 )・夏期 (8-9 月 )・冬期 (12 月 ) に分け

て実施した。

１．本稿の目的

　本稿は、実験集合住宅 NEXT21（以下、NEXT21）を対象

とした集合住宅の中間領域に関する一連の研究の続報で

ある。既報文 1）では、料理イベントにおける行動観察調査

及び温熱環境調査を通じて、一時的な中間領域の利用にお

ける中間領域の意義を明らかにした。

　本稿、次稿、次々稿では、NEXT21 において中間領域が

積極的に計画された 2 住戸（304 住戸、305 住戸）を調査

対象とし、日常生活における中間領域の住み方調査、温熱

環境調査を実施した。

　本稿の目的は、304 住戸（住み継ぎの家）における住み

方調査を通じて、304 住戸における住み方から見た中間領

域の意義を明らかにすることである。

２.住戸における中間領域

　本研究では集合住宅内の外壁と建具で囲まれた住戸に

おける中間領域を取り扱う。住戸における中間領域を以

下の 2 つで定義する（図 1）。①外部空間のうち住戸の周

辺部分で、かつ、柱や梁、壁、屋根、床などの構成材か

ら成り立ち、内部的な性質を帯びている空間を屋外側中間

領域とする。②内部空間のうち建具を開け放すことによっ

て外部的な性質を帯びる空間を屋内側中間領域とする。

　中間領域は、内部空間で行う行為と外部空間で行う行為

の両方が行える場所であり、建具の開閉をすることによっ

て外部空間と繋がったり、内部空間と一体的に利用するこ

とができる場所である。

３．対象住戸の概要

3-1.304 住戸（住み継ぎの家）における中間領域

　調査対象の 304 住戸（設計：NEXT21 次世代住環境小委

員会＋アトリエ CK ＋空間計画）の平面図を図 2 に示す。

304 住戸では、東西に居住空間を挟むように屋内側中間領

域が設けられている。中間領域の外側と内側で 2重の建具

とすることによって内部空間（環境制御空間）の温熱環境

を調整することが意図されている。住戸南東部及び北東

部には、屋外側中間領域であるバルコニーが設けられてい

る。屋外側には断熱性能の高いガラス、室内側は断熱性能

のある襖及び太鼓張り障子を設置し、両側の建具とも気密

を高めるように配慮されている。
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図 2　304 住戸（住み継ぎの家）平面図
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５.生活行為と場所の関係からみた分析

5-1. 分析する居住者の行為分類

　居住者の住戸内での行為を、居住者が 1人で行う「単独

行為」、複数人で行う「相互行為」に分けて分析する。単

独行為のうち、調理・排泄・入浴等の設備に依存する行

為については分析の対象外とした。相互行為については、

居住者のプライバシーが問題となる来客との相互行為を

分析対象とする。分析対象とした行為を表 1に示す。

5-2. 生活行為が行われる空間

　タイムダイアリー調査を元に、分析対象とした単独行為

と相互行為が行われていた空間を図 3に示す。単独行為は

室①〜④と土間④・⑤で行われ、来客との相互行為は室②

と土間④で行われていた。玄関側の屋内側中間領域では積

極的な生活行為は見られず、居住者が廊下からの視線を気

にしていたことがヒアリング調査から確認された。

６．建具の開閉に関する分析

　304 住戸におけるタイムダイアリー調査の結果より、確

認された建具開閉パターン 30 通り全てを抽出し、図 4 に

示した。春期のみ 13 パターン、夏期のみ 7 パターン、冬

期のみ 6パターン、春・夏期共通 1パターン、全季節共通

3 パターンであった。季節間で共通の開閉パターンが少な

く、各季節で特有の開閉パターンが多く見られた。また、

春期・夏期の方が冬期よりも建具を開放する傾向も確認で

きた。季節に応じて居住者が建具の開閉を選択している実

態が明らかになった。

７.結論

 住み方からみた 304住戸における中間領域の意義として、

建具の開閉選択によって季節の変化に応じた柔軟な住み

方が可能であるとことを明らかにした。

　一方で、居住者は玄関側の屋内側中間領域で行為を行っ

ておらず、視線の制御に対する配慮に課題があることも明

らかにした。
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図 4　季節ごとの建具の開閉
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図 3　単独行為と相互行為が
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表１　分析対象の行為

単独行為が

1

相互行為が
行われる空間 行われる空間

土④土
③

土⑤室②

室①

室③室④

土④土
③

土⑤室②
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※「土」は土間を指す

Q接客
R来客と食事
Sﾊﾟｰﾃｨ
U立ち話

相互行為単独行為
B書き物
C読書

Dﾊﾟｿｺﾝ利用
Gくつろぐ
H昼寝
J音楽鑑賞
K楽器演奏
Nゲーム

P運動,ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
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